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本研究の目的 
カメラ付携帯電話で撮影したゴルフスイングを動画像で分析し、よりよいスイングを習得する手助けとなる様に診断する。 

１．       診断画像抽出と手ぶれ補正 

撮影したゴルフスイング動画から約１３０枚の画像を抽出する。その画像の中から、６枚の画像(アドレス・腕水平・トップ・
切り返し・インパクト・フィニッシュ)を選択しエッジ処理を行う。エッジ処理を行った後、マスク画像で人体部分を省く。手ブ

レは、背景領域から特徴点（コーナー点）を検出、追跡し、画像をアフィン変換することで補正できる。補正前と補正後で
は背景領域の差分が減少したことが分かる。 

２．   画素ヒストグラムに基づく人体シルエットの抽出 

1. 動画像中の各画素についてしきそう・輝度ヒストグラムを作成する。 

2. 輝度ヒストグラムの分布特徴から各画素を３種類に分類する。 黒枠内は人体が長い間映る可能性がある。 

3. 未判別画素に関しては、判別済みの近傍画素を参照して分類し、未判別画素の距離変換を基に繰り返す。 

4. 各フレームにおいて、各画素の画素値が人体クラスに属してる画素を人体シルエットとして抽出する。 

背景画素：幅が狭く単峰（背景クラスのみ） 
混合画素：単峰（背景クラス）と分散（人体クラス） 
判別不可：分散（混合画素or人体画素） 

判別不可と黒枠内は未判別画素 

元画像 エッジ検出 コーナー点の検出 手ブレ補正後 

補正前 補正後 

時間差分の結果 



グラフカットを用いた人体シルエット 

1. 人体と背景の接続コストを、抽出したシルエッ
トの人体背景領域のHSVヒストグラムの類似度
を用いる。 

2. 画素間接続コストを注目画素に隣接する４近
傍画素においての色差分の逆数とする。 

 
時間ヒストグラムに基づく人体シルエット抽出法を
行うことにより、人体背景領域の精度をあげること
ができる。 

時間ヒストグラムを用いなかった場合との比較 

４． 人体の特徴点抽出 ５.              診断結果 

インストラクターの知見に基づき、自動で診断を行う。 

各時刻の画像の人体シルエットを抽出する。一般に、
コントラストが強い背景領域では、補正しきれなかっ
た手ブレによる微小な背景の位置ずれが、画素値の
異なる２つの背景区間を作るため幅の狭いノイズが
残る。これは収縮膨張を施すことにより除去できる。 

３.       人体シルエットの決定 

(1)  アドレス 

(2)  トップ (3)  フィニッシュ 

時間ヒストグラムに基づく人
体シルエットを用いず、差分
画像から人体背景領域を指
定すると、人体領域の色抽
出量が少ないため、背景領
域の色に差が出ず、結果の
精度が低い。人体背景領域
の精度をあげるには、時間ヒ
ストグラムに基づく人体シル
エットが必要である。 

診断に必要な特徴点を求めるには、各特徴点の座標
を求める必要がある。下記に、人体特徴点抽出に必
要な各ポジションの抽出箇所の表を示す。 


